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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
台
風
Ｘ
号
の
学
べ
る
エ
ッ
セ
イ
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
流
れ
弾
地
震

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
３
０
１
Ｖ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
同
人
サ
ー
ク
ル
台
風
ｘ
号
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
は
、
超
巨
大
複
合
系
サ
ー
ク
ル

で
す
。
そ
の
中
に
勉
強
系
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
流
れ
弾
地
震
の
こ

と
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。
初
の
勉
強
系
投
稿
で
す
。
質
問
が
あ
れ
ば

感
想
ペ
ー
ジ
で
描
い
て
く
だ
さ
い
。

主
題
歌
「
絶
対
地
震
に
負
け
た
く
な
い
」
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１
　
こ
れ
を
学
ぶ
の
に
い
た
っ
て

こ
ん
に
ち
は
台
風
Ｘ
号
で
す
。

今
回
、
再
び
地
震
が
多
く
な
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
福
井
県
も
い
つ
揺
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
東
北
太
平
洋
側
以
外
で
も
大
き
な
地
震
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
た

の
か
。
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
時
は
俺
の
学
べ
る
情
報
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

と
て
も
簡
単
に
簡
潔
に
流
れ
弾
地
震
に
つ
い
て
を
６
回
に
わ
た
っ
て
解
説
し
て

い
き
ま
す
。

ま
ず
、
３
月
１
１
日
午
後
２
時
４
６
分
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
。

Ｍ
９
．
０
と
い
う
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
規
模
で
震
度
７
の
地
域
も
あ
り
ま
し

た
。

あ
の
地
震
か
ら
と
ん
で
も
な
い
副
産
物
が
入
っ
た
。

俺
達
は
、
あ
の
絶
望
的
な
状
況
を
忘
れ
な
い
。

そ
し
て
現
在
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
余
震
域
以
外
で
も
大
き
な
地
震
が

起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
余
震
域
以
外
で
観
測
し
た
震
度
４
以
上
の
地
震
で
あ
る
。
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３
月
１
２
日
、
新
潟
中
越
地
方
。
３
月
１
５
日
、
静
岡
県
東
部
。
３
月
１
９
日
、

茨
城
県
北
部
。
３
月
２
４
日
、
茨
城
県
南
部
。
４
月
１
日
、
秋
田
県
内
陸
北
部
。

４
月
１
２
日
、
長
野
県
北
部
。
４
月
１
６
日
、
栃
木
県
南
部
。
４
月
１
９
日
、

秋
田
県
内
陸
南
部
。
６
月
４
日
、
島
根
県
東
部
、
６
月
１
４
日
、
釧
路
沖
。
６

月
３
０
日
、
長
野
県
中
部
、
７
月
５
日
、
和
歌
山
県
北
部
。
７
月
２
１
日
、
沖

縄
本
島
近
海
。
７
月
２
４
日
、
三
重
県
南
部
。
此
の
状
況
が
ま
だ
続
く
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

次
回
は
、
そ
の
流
れ
弾
地
震
に
入
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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１
　
こ
れ
を
学
ぶ
の
に
い
た
っ
て
（
後
書
き
）

主
題
歌
「
絶
対
地
震
に
負
け
た
く
な
い
」
の
歌
詞
で
す
。

１
．
全
て
が
変
わ
っ
た
あ
の
日
　
恐
怖
と
の
つ
な
が
り
が

何
れ
断
た
れ
る
こ
と
を
誓
わ
ん

泣
い
て
い
て
も
　
見
つ
か
ら
な
い
そ
れ
は
孤
独
と
い
う
絶
望

戦
う
前
か
ら
　
負
け
る
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
た
ら
始
ま
り
は
来
な
い

共
に
戦
い
　
共
に
笑
お
う

地
震
な
ん
か
に
俺
達
の
絆
は
　
絶
つ
こ
と
は
で
き
な
い

無
表
情
で
寂
し
く
な
っ
て
い
て
も
　
決
し
て
逃
げ
る
こ
と
は
せ
ず
に

重
ね
ら
れ
た
絆
が
ほ
ほ
笑
む
頃
に
　
被
災
地
に
不
死
鳥
が
舞
う

２
．
限
り
な
く
無
理
だ
と
　
己
を
封
印
し
て
し
ま
う

そ
れ
を
許
さ
な
い
君
の
誇
り
が

笑
い
あ
っ
て
　
試
さ
れ
た
仲
間
と
の
思
い
に
感
謝
し
て

愛
情
無
欠
の
　
こ
の
想
い
が
希
望
に
変
わ
る

さ
ぁ
手
を
つ
な
い
で
辛
さ
を
共
鳴
さ
せ
て

共
に
慰
め
　
共
に
進
化
し
よ
う

台
風
が
来
た
時
俺
達
の
絆
が
　
嵐
を
弾
き
飛
ば
し
た
よ
う
に

昔
な
が
ら
の
や
り
方
で
友
と
　
結
び
つ
い
て
助
け
合
い

昔
の
活
気
を
取
り
戻
せ
れ
る
勇
気
と
　
結
び
つ
け
る
友
情
を
一
つ
に

３
．
未
来
と
世
界
は
ひ
と
つ
　
さ
り
気
な
き
絆
が
照
ら
す
よ

ｐ
ｈ
ｏ
ｅ
ｎ
ｉ
ｘ
　
ｕ
ｐ
　
ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
！

い
い
気
に
な
る
よ
り
も
助
け
る
こ
と
が
常
識
さ
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戦
う
前
か
ら
　
負
け
る
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
た
ら
始
ま
り
は
来
な
い

共
に
戦
い
　
共
に
笑
お
う

地
震
な
ん
か
に
俺
達
の
絆
は
　
絶
つ
こ
と
は
で
き
な
い

無
表
情
で
寂
し
く
な
っ
て
い
て
も
　
決
し
て
逃
げ
る
こ
と
は
せ
ず
に

重
ね
ら
れ
た
絆
が
ほ
ほ
笑
む
頃
に
　
被
災
地
に
不
死
鳥
が
舞
う

昔
な
が
ら
の
や
り
方
で
友
と
　
結
び
つ
い
て
助
け
合
い

昔
の
活
気
を
取
り
戻
せ
れ
る
勇
気
と
　
結
び
つ
け
る
友
情
を
一
つ
に

無
断
転
載
厳
禁
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２
．
流
れ
弾
地
震
の
定
義
と
断
層
に
与
え
ら
れ
た
悪
影
響

流
れ
弾
地
震
、
誘
発
地
震
と
意
味
は
同
じ
の
よ
う
に
見
え
て
定
義
が
違
い
ま
す
。

ど
こ
が
違
う
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
地
震
の
範
囲
で
す
。

誘
発
地
震
の
定
義
で
は
、
本
震
か
ら
離
れ
た
場
所
と
書
い
て
あ
る
だ
け
で
す
が
、

流
れ
弾
地
震
で
は
、
半
径
２
５
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
起
き
た
地
震
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。

和
歌
山
県
も
ち
ょ
う
ど
こ
の
定
義
の
領
域
に
入
っ
て
い
る
た
め
、
証
拠
に
な
り

ま
す
。

流
れ
弾
地
震
は
、
誘
発
地
震
と
も
言
っ
て
も
い
い
で
す
が
、
定
義
が
違
う
た
め

間
違
わ
ず
に
使
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
差
支
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
次
に
今
回
の
大
地
震
で
、
日
本
全
体
に
ど
ん
な
影
響
及
ぼ
し
た
か
を
学
習

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Ｍ
９
．
０
の
地
震
は
、
日
本
全
体
の
活
断
層
に
悪
影
響
は
、
い
ま
だ
に
分
か
ら

な
い
と
言
わ
れ
て
ま
す
が
、
今
後
も
震
源
域
以
外
の
と
こ
ろ
で
大
地
震
が
起
こ

る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
言
っ
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

次
回
は
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
を
参
考
に
流
れ
弾
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
追
い

か
け
ま
し
ょ
う
。
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２
．
流
れ
弾
地
震
の
定
義
と
断
層
に
与
え
ら
れ
た
悪
影
響
（
後
書
き
）

あ
と
が
き
、
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
い
う
歌
を
初
め
て
聞
い
て
か
ら
２
回
目
で

心
の
中
に
し
ま
っ
て
あ
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し

て
東
北
の
悲
し
い
気
持
ち
絶
望
が
い
ず
れ
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
ま
す
よ
う

に
と
願
い
を
込
め
て
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
の
東
北
は
病
み
あ
が
り
に
な
っ

て
き
た
の
で
絶
望
も
悲
し
み
も
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た
と
気
づ
き
、
涙
が

出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
ま
だ
辛
い
気
持
ち
を
抱
え
て
い
る
心
を
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

時
間
は
相
当
掛
か
り
ま
す
。

あ
の
津
波
の
映
像
を
見
て
、
吐
き
気
が
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
北
陸
に
住
ん

で
い
る
自
分
で
す
が
、
あ
の
映
像
は
二
度
と
見
た
く
も
な
い
。
と
思
い
ま
し
た
。

番
組
で
は
津
波
の
映
像
を
振
り
返
る
こ
と
が
あ
り
、
な
ん
で
振
り
返
ら
せ
よ
う

と
す
る
ん
だ
と
い
う
憤
怒
に
満
ち
ま
し
た
。
そ
れ
ぐ
ら
い
あ
の
映
像
を
見
て
怖

い
と
思
っ
た
の
は
生
れ
て
は
じ
め
て
な
の
で
す
。

流
れ
弾
地
震
に
よ
っ
て
第
二
、
第
三
の
被
災
地
誕
生
に
な
ら
な
い
こ
と
を
祈
り

ま
す
。

２
０
０
７
年
能
登
半
島
地
震
で
何
も
で
き
な
か
っ
た
自
分
を
嫌
悪
し
、
今
回
の

地
震
で
罪
滅
ぼ
し
が
で
き
れ
ば
楽
に
な
れ
る
と
自
分
は
思
い
ま
す
。
ま
だ
、
罪

悪
感
が
残
っ
て
い
て
悔
し
く
て
寝
る
前
に
泣
い
た
こ
と
が
一
度
や
二
度
じ
ゃ
な

い
で
す
。

自
分
の
心
の
闇
は
、
自
分
で
吹
き
飛
ば
し
た
い
と
誓
い
ま
す
。
過
去
の
自
分
を

許
さ
な
い
た
め
に
。
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３
．
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
か
ら
見
え
る
今
後
の
流
れ
弾
地
震

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
Ｍ
９
．
１
～
９
．
３
と
い
う
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
規
模

で
起
き
た
津
波
地
震
。

あ
の
後
、
流
れ
弾
地
震
が
広
い
範
囲
に
わ
た
り
発
生
し
た
。

誘
発
地
震
ま
た
の
名
を
流
れ
弾
地
震
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
以
降
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
、
恐
れ
ら
れ
た
連
動
地
震
発
生
の
可
能
性
は
。

今
回
は
、
自
分
が
計
算
し
て
出
し
た
デ
ー
タ
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
す
。

一
番
、
著
し
い
と
こ
ろ
は
関
東
東
部
で
す
。

そ
こ
は
、
今
後
も
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

二
番
目
は
、
若
狭
湾
の
周
辺
で
す
。

マ
シ
ン
ガ
ン
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
今
後
震
度
５
弱
以
上
の
可
能
性
が
あ
る

か
ら
で
す
。

三
番
目
は
、
理
解
し
が
た
い
の
で
す
が
、
京
都
府
中
部

こ
こ
も
マ
シ
ン
ガ
ン
地
震
が
多
発
。

そ
し
て
四
番
目
の
日
向
灘
。

こ
こ
は
一
発
で
は
、
終
わ
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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Ｍ
７
．
０
以
上
が
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
が
ス
マ
ト
ラ
島
で
す

が
、
日
本
の
場
合
は
、
Ｍ
６
．
０
以
上
が
ど
こ
へ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
で
す
。

次
回
は
、
６
．
０
以
上
は
行
く
可
能
性
の
あ
る
エ
リ
ア
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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３
．
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
か
ら
見
え
る
今
後
の
流
れ
弾
地
震
（
後
書
き
）

マ
シ
ン
ガ
ン
地
震
の
こ
と
に
関
し
て
は
た
っ
ぷ
り
と
ご
質
問
く
だ
さ
い
。
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４
．
Ｍ
６
．
０
以
上
の
可
能
性
の
あ
る
エ
リ
ア

東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
３
連
動
地
震
が
最
近
話
題
に
な
っ
て
ま
す
が
、
誘
発

地
震
の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
は
海
で
起
き
た
ら
津
波
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

自
分
は
、
震
源
空
白
域
に
目
を
光
ら
せ
ま
し
た
。

震
源
空
白
域
と
は
、
か
つ
て
は
地
震
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
る
が
断
層
の
活

動
が
目
立
た
な
い
こ
と
か
ら
見
逃
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
自
分
の
出
身
地
、
福
井
県
の
沖
合
に
震
源
空
白
域
が
あ
る
と
分

か
り
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
に
Ｍ
５
．
０
の
地
震
を
起
こ
し
た
も
の
の
、
全
く
不
定
期
な
活
動

で
あ
る
た
め
、
震
源
空
白
域
の
確
定
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
所
、
自
分
に
と
っ
て
は
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
の
が
苦
い
ん
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
推
測
さ
れ
る
Ｍ
が
、
７
．
６
。
最
大
震
度
７
で
津
波
が
最

大
５
ｍ
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

緊
急
地
震
速
報
が
発
表
さ
れ
る
可
能
性
の
エ
リ
ア
は
、
福
井
県
、
石
川
県
、
富

山
県
、
京
都
府
、
滋
賀
県
、
岐
阜
県
、
兵
庫
県
、
愛
知
県
と
な
っ
て
お
り
、
震

度
５
弱
の
範
囲
が
広
い
と
思
わ
れ
る
。

大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
る
エ
リ
ア
は
、
若
狭
湾
、
舞
鶴
湾
。

津
波
警
報
は
、
福
井
県
嶺
北
、
石
川
県
加
賀
。
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津
波
注
意
報
は
、
兵
庫
県
日
本
海
側
、
石
川
県
能
登
半
島
。

な
ぜ
、
福
井
県
沖
地
震
が
危
な
い
の
か
と
い
う
と
早
く
て
も
震
災
か
ら
６
ヵ
月

後
に
も
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
人
が
い
る
か
ら
で
す
。
自
分
は
、

震
災
か
ら
１
年
と
２
ヶ
月
後
に
起
き
る
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
危
険
な
部
分
が
あ
り
ま
す
。

６
．
０
以
上
の
誘
発
地
震
が
起
き
る
エ
リ
ア
は
６
６
か
所
に
も
及
び
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
次
回
か
ら
少
し
ず
つ
ア
ッ
プ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

バ
ザ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
イ
ラ
ス
ト
が
ほ
し
い
方
は
、
ｔ
ｙ
ｐ
ｘ
ａ
ｓ
７
に
コ
ン
タ

ク
ト
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

次
回
は
、
北
海
道
方
面
か
ら
行
き
ま
す
。
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北
海
道
方
面
０
１

定
義
は
、
Ｍ
４
．
５
以
上
で
す
。
被
害
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
被
害
地
域
、

死
者
・
負
傷
者
・
行
方
不
明
者
に
関
す
る
こ
と
や
建
物
の
損
壊
も
記
述
し
ま
す
。

こ
れ
は
最
悪
の
ス
ケ
ー
ル
の
場
合
で
す
。

こ
の
デ
ー
タ
は
、
架
空
の
国
、
ア
イ
ヴ
ィ
ス
共
和
国
が
独
自
に
調
査
し
た
も
の

で
す
。
信
用
す
る
か
ど
う
か
は
、
煮
る
な
り
焼
く
な
り
好
き
に
し
て
く
だ
さ
い
。

標
津
断
層
帯
、
解
析
デ
ー
タ
。
Ｍ
５
．
１
。
最
大
震
度
５
弱
。
根
室
支
庁
半
壊

１
棟
。

択
捉
島
沖
、
解
析
デ
ー
タ
。
Ｍ
８
．
０
。
最
大
震
度
４
。
津
波
最
大
２
０
０
?
。

国
後
島
付
近
、
解
析
デ
ー
タ
。
Ｍ
７
．
３
。
最
大
震
度
６
弱
。
根
室
支
庁
１
２

名
重
軽
傷
。
半
壊
６
棟
。
津
波
最
大
５
７
?
。

北
海
道
北
西
沖
、
解
析
デ
ー
タ
。
Ｍ
７
．
１
。
最
大
震
度
６
弱
。
留
萌
支
庁
６

名
重
軽
傷
。
半
壊
７
棟
。
石
狩
支
庁
８
２
名
重
軽
傷
。
全
壊
１
棟
。
半
壊
１
４

棟
。
津
波
最
大
４
１
?
。
宗
谷
支
庁
１
名
死
亡
、
１
０
２
名
重
軽
傷
。
全
壊
２

棟
、
半
壊
１
７
棟
。

サ
ロ
ベ
ツ
断
層
帯
、
解
析
デ
ー
タ
。
Ｍ
６
．
５
。
最
大
震
度
６
強
。
留
萌
支
庁

９
名
死
亡
、
８
１
名
重
軽
傷
。
全
壊
４
１
棟
、
半
壊
１
０
０
棟
。
宗
谷
支
庁
１

８
名
重
軽
傷
、
半
壊
７
棟
。
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北
海
道
方
面
０
１
（
後
書
き
）

次
回
、
北
海
道
方
面
０
２
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０
２
　
北
海
道
方
面

定
義
は
、
Ｍ
４
．
５
以
上
の
も
の
と
し
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
推
測
な
の
で
、
あ
て
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
万
が
一
を

兼
ね
て
対
策
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

根
室
沖
、
推
測
規
模
Ｍ
７
．
５
～
８
．
０
。
最
大
震
度
６
弱
。
津
波
最
大
３
ｍ
。

根
室
半
島
付
近
、
推
測
規
模
Ｍ
４
．
６
～
５
．
０
。
最
大
震
度
５
弱
。

根
室
沖
、
推
測
規
模
Ｍ
５
．
５
～
６
．
３
。
最
大
震
度
５
弱
～
５
強
。

十
勝
・
釧
路
・
根
室
沖
連
動
、
推
測
規
模
Ｍ
７
．
９
～
８
．
５
。
最
大
震
度
６

強
～
７
。
津
波
最
大
４
ｍ

十
勝
・
釧
路
沖
連
動
、
推
測
規
模
Ｍ
７
．
６
～
８
．
０
。
最
大
震
度
６
弱
～
６

強
。
津
波
最
大
３
ｍ
４
０
?

釧
路
沖
、
推
測
規
模
Ｍ
６
．
６
～
７
．
０
。
最
大
震
度
６
弱
。
津
波
最
大
５
０
?

千
島
列
島
大
連
動
、
推
測
規
模
Ｍ
８
．
６
～
９
．
１
。
最
大
震
度
５
弱
～
５
強
。

津
波
最
大
１
３
ｍ
。

ミ
ニ
十
勝
沖
、
推
測
規
模
Ｍ
６
．
２
～
６
．
６
。
最
大
震
度
５
弱
。
津
波
最
大

１
０
?
。
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０
２
　
北
海
道
方
面
（
後
書
き
）

次
回
　
０
３
 

北
海
道
方
面
で
空
白
に
な
っ
て
い
る
地
域
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

台風X号の学べるエッセイ、そうだったのか流れ弾地震
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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